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秩父市子ども読書活動推進計画（第二次） 
 
第１部　総論 
 
第１章　計画の前提 
 
第１節　計画策定の背景 
　 
今日、子どもたちを取り巻く環境は大きく様変わりしています。コンピュー

ターやインターネットなどの情報メディアの普及が子どもたちにも著しい影響

を及ぼしています。各種の習いごとや学習塾通い、スポーツ少年団活動等で子

どもの余暇時間は減少傾向にあります。体を動かす外遊びが減る一方で、ゲー

ムによる遊びが増え、単に一緒にいるだけで会話が少ない新たな形の孤立化が

懸念されています。 
　また、学校内外における「いじめ」や、保護者による虐待等も大きな社会問

題になっています。 
こういった環境の変化から、必然的に読書時間が減少し、「読書離れ」や「活

字離れ」が起こって学問の基礎である国語力の低下が憂慮される状況です。 
このような状況を払拭するために、国において平成１３年１２月１２日に「子

どもの読書活動の推進に関する法律（平成１３年法律第１５４号。以下「法」

という。）が公布・施行されました。法第９条第２項において市町村の努力義務

として、子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画を策定するよう

定められています。秩父市においては、この趣旨に則り、平成２３年４月に「秩

父市子ども読書活動推進計画」を策定しました。 
その後、国では平成３０年４月に「子どもの読書活動の推進に関する基本的

な計画（第四次）」が策定されました。また、近年、社会的なデジタル化の急激

な進行、教育現場における一人一台のタブレット端末配付など、子どもを取り

まく状況は、めまぐるしく変化しており、世界的なコロナ禍の中、人々の考え

方や行動も変容しつつあります。秩父市では、このような状況を踏まえて、ど

のような時代にあっても、子どもたちが本とともに、幸せな子ども時代を過ご

せることを願って「秩父市子ども読書活動推進計画（第二次）」を策定するもの

です。 
　なお、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第四次）（平成３０年

４月策定）及び埼玉県子ども読書活動推進計画（第四次）（平成３１年３月策定）

ならびに第２次秩父市総合振興計画（平成２８年３月策定）と整合性を保ち、

あわせて関連する諸施策と連動できることを計画の前提とします。 
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第２節　計画策定の趣旨 
 
１　計画策定の目的 
 
子どもたちの健やかな成長のためには、発達段階に応じた読書活動は欠かす

ことができません。文字や絵から刺激を受けることにより、子ども自身の興味

が広がり、思いやりの心や人としてのあるべき姿を学ぶことができます。また、

読書活動を通して豊かな感性や感覚を磨くことができ、創造力が高まります。 
子どもの読書活動の基本理念として法第２条には「（前段省略）すべての子ど

もがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができ

るよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。」と規定

されており、子どもたち一人ひとりの発達段階に応じてさまざまな読書活動が

自由に行えるよう、社会全体で環境を整備することが求められています。 
　本市では、読書によって子どもたちが生きる力を育み、幸せな子ども時代を

過ごすとともに、心豊かな人生を送るための礎となるような本と出会うことを

願い、「秩父市子ども読書活動推進計画」を策定しました。 
 
 
２　計画の期間 
 
　本計画は令和５年度から概ね５年程度の期間を想定したものですが、これか

らの社会情勢や子どもを取り巻く状況の変化に応じて、随時に計画の見直しを

行うものとします。 
 
 
３　計画の構成 
 
　本計画は第１部「総論」、第２部「各論」、及び第３部「資料」の３部構成と

なっています。それぞれの概要は、以下のとおりです。 
・ 総論……秩父市の子どもの読書活動の考え方を示しています。 
・ 各論……子どもの読書活動を推進するための具体的な方策を示しています。 
・ 資料……施策を推進するための体系及び統計資料となっています。 
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４　基本的方針 
 
　本市では、法第２条の基本理念を念頭に、埼玉県子ども読書活動推進計画を

踏まえ、本市の現状及び秩父郡内の町村（横瀬町・皆野町・長瀞町・小鹿野町

及び東秩父村）との連携を考慮し、次の４項目を計画の基本的方針とします。 
 
（１）家庭や地域、学校における子どもが読書に親しむ機会の提供と充実 
（２）子どもの読書活動を推進するための環境の整備・充実 
（３）子どもの読書活動に関する啓発・広報の推進 
（４）子どもが読書に親しむための推進体制の整備 
 
 
（１）家庭や地域、学校における子どもが読書に親しむ機会の提供と充実 
 
　子どもが自ら主体的に読書を行う土壌を形成するためには、子どもを取り巻

く家庭や地域、学校などが、それぞれ担うべき役割を果たす必要があります。

大人自身が読書の意義を理解し、率先して読書をする姿勢を示すことで、地域

社会全体に読書に取り組む機運が高まり、子どもたちが進んで読書をする環境

が生まれます。子ども時代に良い本に出会うことは、生涯にわたる読書習慣の

礎となります。 
　本市では、子どもが継続的に読書活動を行えるよう、子どもの発達段階に応

じて、読書体験を深める機会の提供と充実を図ります。また、各部局等が相互

に協力するとともに、子どもの読書活動に携わる学校や図書館などの関係機関、

民間団体等と密接に連携できるよう努めます。 
 
 
（２）子どもの読書活動を推進するための環境の整備・充実 

 
子どもが読書習慣を身につけるには、乳幼児期から良い本に接し、本の楽し

さを知ることが大切です。そのためには、子どもの発達段階に応じて、ものご

とに興味を持ち、感性を高め、感動する心が養われる本を身近に整えることが

重要です。 
このような環境を整えるために、市立図書館や学校図書館、地域の公民館な

どが果たす役割は大きいといえます。それぞれの施設が機能を十分発揮できる

よう、図書資料の整備や施設・人材の充実に努めます。 
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（３）子どもの読書活動に関する啓発・広報の推進 
 
　子どもが自主的に読書を行うためには、子どもを取り巻く保護者や教員をは

じめとするＰＴＡ、図書館職員、保育士等が、それぞれの立場から読書活動に

理解と関心を持って子どもに接することが大切です。 
　このような観点から、本市は、各種研修会やイベント開催時などの大人が参

加する機会を活用し、読書活動の意義や重要性について理解と関心を深められ

るよう、読書活動啓発パンフレットの配布や優良な図書の紹介等、啓発・広報

活動を推進します。 
 
 
（４）子どもが読書に親しむための推進体制の整備 
 
　子どもの読書活動を総合的に推進するためには、家庭や地域、学校が相互に

連携し、それぞれの立場から協力できる支援体制の整備に努める必要がありま

す。そのために、学校、市立図書館、教育委員会や市の関連部局、子どもの読

書活動を推進しているボランティア活動団体をはじめとする民間団体等で組織

する総合的な推進体制を整備し、具体的な方策に関する検討会や情報交換がで

きる機会を整備するよう努めます。 
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第２部 各論 
 
第１章　家庭や地域、学校における子どもが読書に親しむ機会の提供と充実 
 
１　家庭における推進 
 
【現状と課題】 
　本市では乳児健診時に「ファーストブックスタート事業」（注１）を行ってい

ます。この事業は、図書館と保健センターとの連携により、図書館司書による

乳幼児向けの本の紹介や、主催イベントの案内などを行っています。また、ご

家庭において親子で絵本を楽しんでもらえるよう絵本の配付を行っています。 
　子どもが読書習慣を身につけるためには、乳幼児期から本に接することので

きる機会をつくることが大切です。そのためには、保護者が子どもの読書活動

の意義や必要性を理解し、子どもと絵本を開いたり、読み聞かせを行うことに

より、親子で絵本を楽しむ、あたたかな時間を共有することが必要です。 
　子どもの発達段階に応じた本を提供することは、子どもの知的探求の芽を育

む原動力にもなります。乳幼児期から本とふれあう機会を地域で提供し、家庭

においての読書活動の促進を図れるよう推進していきます。 
　 
（注１） ファーストブックスタート事業…赤ちゃんと保護者に、絵本を開く楽

しい体験とともに、絵本を手渡すことで、心ふれあうひと時を持つた

めのきっかけをつくる活動。 
 
【施策の方向】 
　乳幼児期には、家庭において本を開く楽しい体験、心ふれあう時間、子ども

とゆっくり向き合う時間など、読書に親しむ機会づくりをさまざまな形で提供

することが重要です。 
　そこで、子育て支援に関する各種講座やイベント、乳幼児健診等の機会を捉

えて読み聞かせや読書の重要性を喚起し、子どもが読書習慣を身につけるため

の働きかけを行います。 
 
【主要事業】 
図書館と保健センターで連携して「ファーストブックスタート事業」を継続

実施します。 
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２　地域における推進 
 
（１）市立図書館における推進 
 
【現状と課題】 
　秩父図書館では、「おはなし会」「わくわくえほんタイム」「親子でたのしむ絵

本とわらべうた」等の事業のほか、各種研修会、配布物や掲示物を通して子ど

もの読書活動の大切さを理解してもらうとともに、優良な本に対する関心を高

めるために、図書の紹介・普及事業を行っています。 
図書の購入にあたっては、児童書の各種書評、良書の選定リスト、利用者の

要望等を参考として図書館司書が選定した優良図書を中心に採用する必要があ

ります。 
子どもの読書活動を総合的に推進するには、秩父図書館、荒川図書館、吉田

分館及び大滝分館を核として、家庭・地域・学校・保育所及び幼稚園・ボラン

ティア団体・公民館・保健センターなどの関連機関と、それぞれ連携・協力し

合い、社会全体で取り組むことが重要になっています。それぞれの担うべき役

割を認識し、子どもが読書に親しむ機会の充実を図るために、さらに検討を重

ねることが必要です。 
 
【施策の方向】 
　市立図書館では、秩父図書館、荒川図書館、吉田分館及び大滝分館のそれぞ

れが地域の特色を活かしながら、保健センターなどと連携し、地域での「おは

なし会」や、「児童室」などを有効活用して、子どもと本を結ぶためのさまざま

な活動に取り組みます。 
また、図書館での主催事業に加え、学校や児童館等への出張おはなし会や読

み聞かせを積極的に行います。ご家庭において、親子で絵本を楽しんでもらう

ための「ファーストブックスタート事業」及び自分で本を読み始める小学１年

生を対象とした「セカンドブックスタート事業」（注２）を引き続き実施します。 
 
（注２） セカンドブックスタート事業…本市では、子どもと本をつなぐ活動で

あるブックスタート事業について、赤ちゃん向けを「ファーストブッ

クスタート」、小学１年生向けを「セカンドブックスタート」と位置

づけ、本を１冊プレゼントしています。 
 
 
 



7 

【主要事業】 
①　地域での「おはなし会」等の行事へ職員を派遣します。 
②　図書館の自主事業として「おはなし会」や「わくわくえほんタイム」、「親

子でたのしむ絵本とわらべうた」を継続して実施します。 
③　子どもの発達段階に応じた話題や子どもが興味関心を持つような情報の収

集に努め、引き続き図書資料の購入に反映させるとともに、子どもの読書活

動に有効な資料などの展示を進めます。 
④　子どもの読書活動を推進している各種団体等と連携し、本に関するイベン

トを開催するなど、子どもが本に興味を持つ事業を実施します。 
⑤　学校を訪問して「出張おはなし会」及び「ブックトーク」（注３）を実施し

ます。 
⑥ 移動図書館車を運行して、希望する学校に巡回サービスを行います。 
⑦ ４か月児を対象とした「ファーストブックスタート」、小学生１年生を対象 
とした「セカンドブックスタート」を実施します。 

 
（注３）ブックトーク…テーマに沿って、対象年齢に見合った良書を数冊紹介

し、子どもの自発的な読書への導入とする手法。 
 
 
（２）子どもが利用する各種施設における読書活動の推進 
 
【現状と課題】 
　保健センターで実施している４か月児健診時に「ファーストブックスタート」

を行っています。今後の課題として、乳幼児を抱えた保護者の本に親しむ環境

への意識と図書館への要望を把握するため、アンケートや聞き取り調査などが

必要です。 
　秩父図書館、荒川図書館では、司書やボランティア団体の協力により、「読み

聞かせ会」「おはなし会」を実施しています。このような催しは、本についての

知識を深め、市立図書館のサービスを身近に利用できることがわかる大切な機

会となっています。 
 
【施策の方向】 
　本を通して家族のつながりを深め、心豊かですこやかな子育ての一助となる

よう、引き続き「読み聞かせ会」や「おはなし会」を実施します。 
　他の機関と連携して読書に親しむ機会を提供し、乳幼児を抱えている保護者

が絵本を通じて家族で読書の感動を共有体験できる支援を進めます。 



8 

【主要事業】 
①　本の楽しさを知ってもらうために、読書に親しむための情報をＰＲしてい

きます。 
②　家庭における絵本を通した親子のふれあいが充実するよう、絵本の読み聞

かせ等の機会を事業プログラムに位置づけます。 
③　市立図書館と関係機関が連携して講座を実施します。また、子育て支援者

向けの研修を行います。 
④ 利用者に市立図書館の情報を積極的に提供します。 
⑤ 市立図書館は、各機関に対して図書の紹介や団体貸出等の支援を行います。 
⑥　アンケートや聞き取り調査を行い、現状の把握に努めるとともに、市民の

ニーズを的確に捉えていきます。 
 
 
３　学校等における推進 
 
（１）保育所（園）や幼稚園・認定こども園における推進 
 
【現状と課題】 
　保育所（園）や幼稚園、認定こども園に通っている子どもたちは日中の多く

の時間を施設内で過ごしています。子どもたちは、普段から慣れ親しんでいる

保育士や幼稚園教諭に本を読んでもらうことにより、そこで生活を共にしてい

る友達と感動を共有することができます。またこの時期には、字が読めても一

冊の物語をじっくり味わって読むことは難しいので、しっかりとした物語性の

ある本を身近な大人に読んでもらうことが必要です。読み聞かせにより、子ど

もたちは本の楽しさを知り、豊かな心が育まれます。また、読み聞かせには潜

在的な読書能力を高める効果もあります。 
　市内の保育所（園）や幼稚園、認定こども園では、個別に読み聞かせを行っ

ている施設もありますが、その内容や実施状況は様々となっています。 
　図書館では、希望する保育所（園）や幼稚園、認定こども園に児童書の団体

貸出を行うことにより、各施設での読み聞かせ活動を支援します。 
 
【施策の方向】 
　この時期の子どもたちは、いわゆる「赤ちゃん絵本」から一歩進んだ絵本を

本格的に楽しむことができる年齢層です。この時期に多くの良書に接すること

が、将来読書に親しむための素地となります。そこで、全ての子どもに対して

一定水準の良書に触れられる機会を整備する必要があります。 
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【主要事業】 
①　市立図書館司書及びボランティアによる読み聞かせを実施します。　 
②　絵本の読み聞かせを充実させ、友達や先生と読書の喜びを共有できるよう

にします。 
③　市立図書館と連携して講座を実施し、行事に図書館職員の派遣を要請しま

す。 
④　各家庭において、絵本を通した家族のふれあいが充実するよう、保護者等

を対象にした絵本等の貸出や良書を紹介します。 
⑤　保育所（園）や幼稚園、認定こども園職員が市立図書館から情報を受け、

保護者に積極的に情報提供します。 
 
 
（２）小・中学校における推進 
 
【現状と課題】 
　生活習慣の多様化により、子どもたちの読書に対する関心が変化しています

が、学校においては読書の効用が見直され、市内の小・中学校では、「朝の読書

(朝読)」の時間が設けられています。このような現状の中で、子どもたちにとっ
て身近な場所である学校で、読書環境がより充実することが望まれます。 
　近年、ボランティアによる小学校での「読み聞かせ」活動が盛んになってい

ます。「読み聞かせ」は、特に小学校低学年の子どもたちの読書への興味・関心

を高めるために有効な手段です。 
　また、秩父図書館では、市内の小学１年生を対象とし、「セカンドブックスタ

ート」を実施しています。小学校では図書館と協力し、「セカンドブックスター

ト」の周知と円滑な事業実施に取り組みます。 
　一方、中学生になると個人の興味も多様化し、一律の読書指導は難しい現状

にあります。また、中学生の関心は、社会の変化や自分の将来の生き方、社会

の中での自身のあり方などについて向けられるようになります、このような中

で学校での読書活動を充実させ、自立への一歩を自分自身で考えられるよう導

く必要があります。 
 
【施策の方向】 
　小・中学校時代は本来最も子どもたちが本に親しむときです。この時期に培

われた読書習慣は生涯にわたって影響を及ぼすといっても過言ではありません。

そのためには、子どもたちの身近なところに、いつでも好きなときに、読書を

楽しむことのできる場所を確保することが重要です。子どもたちが魅力的な本
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に出会えるような、学校図書室の環境整備が求められます。 
　また、引き続き「朝読」「読み聞かせ」「おはなし会」「ブックトーク」などの

機会を設け、読書活動の推進に努めます。 
 
【主要事業】 
①　学習指導要領の大きなねらいである児童生徒の言語能力や表現力、感じる

力等を育てるために、学校における読書活動を充実させます。 
②　「全校一斉読書タイム」など、読書活動を定着させるための取り組みを各

学校の状況に応じて実施します。 
③　児童生徒の読書に関する興味・関心を高めるために、保護者やボランティ

ア、図書館司書による「読み聞かせ」や「おはなし会」、「ブックトーク」な

どの機会を充実させます。 
④　保護者への啓発を進めるとともに、学校とＰＴＡ組織との連携による取り

組みを推進します。 
⑤　「朝読セット」、「総合学習文庫」、「移動図書館車」など、図書館での団体

貸出を活用し、児童生徒の読書に親しむ機会を広げます。 
⑥　図書館と共に、「セカンドブックスタート」の周知と児童への働きかけを行

います。 
 
 
４　図書館、地域、学校等の連携・協力 
 
【現状と課題】 
　市立図書館では、市内６つの小学校に移動図書館車を巡回し、児童へ図書の

貸出を行っています。学校に本や紙芝居を直接持ち込んで貸出を行い、多くの

子どもたちが読書に親しむ機会として活用されています。 
秩父図書館では、学校の依頼に応じ、「出張おはなし会」、「ブックトーク」、「総

合学習文庫」の貸出などのサービスを提供し、学校での読書推進に努めていま

す。読書に親しむ機会を充実させるためには、子どもたちの身近に良書がある

ことが大切です。「朝読」の活動を支援するため、「朝読セット」の貸出も行っ

ています。 
　また、現在、市立図書館と高等学校との連携・協力関係は希薄ですが、今後、

どのような連携ができるのか研究していくことも課題となっています。 
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【施策の方向】 
　市立図書館と保育所（園）・幼稚園・認定こども園、学校等の連携・協力につ

いて、あらゆる機会をとらえ推進していきます。また、地域ボランティアとの

連携・協力を充実させます。 
 
【主要事業】 
① 移動図書館車の巡回を継続し、さらに協力できる学校等を増やします。 
②　保育所や学校行事へ市立図書館司書やボランティアを講師として派遣し、

連携を深めます。 
③　チャレンジ事業、調べ学習、総合的な学習の時間、社会科見学など、学校

行事に協力します。 
④　「朝読セット」「総合学習文庫」を有効に活用し、学校等に対する団体貸出

の充実を図ります。 
⑤　地域内の高校との連携・協力の実現に向けて努力します。 
⑥ 「出張おはなし会」「ブックトーク」など図書館の専門性を活かしたサービ

スを提供します。 
 
 
第２章　子どもの読書活動を推進するための環境の整備・充実 
 
１　市立図書館の整備・充実 
 
（１）図書資料の整備・充実 
　 
【現状と課題】 
　図書館運営に当たっては、施設・設備、資料費、職員が重要な要素です。中

でも資料費は利用状況と相関関係にあります。しかし、地方財政を取り巻く状

況は非常に厳しく、資料費も減少傾向にあります。このような状況は今後も続

くことが予想されるため、資料費の確保はもちろんのこと、資料の選択に当た

っては、幅広い観点から利用者や地域の要求を的確に把握していくことが重要

になっています。 
　また、市立図書館以外の施設では、絵本や紙芝居等の子ども向け資料費は限

りがあり、市立図書館が団体貸出などのサービスで各施設を支援していく必要

があります。 
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【施策の方向】 
　限られた予算と人員を効率的に活用しながら、地域性を考慮し、時代に合致

した図書館サービスを提供するために、常に市民のニーズを的確に捉え、要求

に応じられるよう努めます。 
　図書館以外の施設に対しては、団体貸出を積極的に行います。 
 
【主要事業】 
①　保護者が地域の中で楽しく子育てするための支援の一環として、図書館に

おける読書環境の整備に努めます。 
②　司書をはじめとした職員のスキルアップと人材の育成に努め、継続的に質

の高いサービスを提供します。 
③　市立図書館の資料費を適切に確保し、図書館資料の計画的な整備を進めま

す。 
④　市立図書館による児童図書資料の団体貸出を実施します。 
 
 
（２）設備等の整備・充実 
 
【現状と課題】 
　市立図書館では児童室を設置し、子どもたちが保護者と座って絵本などを選

ぶことができるようになっています。 
　また、乳幼児を連れた利用者が安心して利用できるように、授乳室の確保が

求められており、このような要望に応えるためには、施設の改修・改善が必要

です。 
 
【施策の方向】 
　児童室の更なる整備・充実に努めます。 
 
【主要事業】 
①　乳幼児を連れた母親のために授乳室の設置を検討します。 
②　年齢に応じた、また、季節にあった「テーマ展示」の充実に努めます。 
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（３）図書館職員の充実 
　 
【現状と課題】 
市立図書館では司書資格を有する職員を配置し、図書資料の選書・収集・提

供、利用者に対する読書相談、子ども読書活動に対する支援などを行っており、

子どもの読書活動を推進する上で極めて重要な役割を果たしています。 
市民からの多様な要求に応えるためには、職員のスキルアップが欠かせない

ため、各種研修等に参加して専門的知識・技術をさらに高めていく必要があり

ます。今後、さらに児童サービスを充実させるためには、児童奉仕についての

専門知識と技術を持った職員の増員が望まれます。 
 
【施策の方向】 
　関連機関による職員研修を活用し、専門的知識や技術を身につけて市民要望

に合致した図書館運営に努めます。 
 
【主要事業】 
　市立図書館の司書をはじめとした職員が各種講習会へ参加することや、自主

研修を奨励することにより、職員の資質の向上に努めます。 
 
 
（４）障がいのある子どものための諸条件の整備・充実 
 
【現状と課題】 
　図書館の利用に際して、障がいを持っている利用者への奉仕として対面朗読、

録音図書の作成、大活字本、点字資料、LLブック（注４）、デイジー図書（注
５）の貸出を行っています。また、県内の図書館から録音図書の取り寄せも行

っています。すべての子どもに読書のよろこびを届けるため、活字を読むこと

に困難のある子も楽しめるさまざまなタイプの本を集めた「りんごの棚」コー

ナーを設置します。 
 
（注４）LLブック…誰もが読書を楽しめるように工夫してつくられた「やさし 

く読みやすい本」のこと 
（注５）デイジー図書…視覚障がい等により、普通の印刷物を読むことが困難

な方のために開発された、カセットテープに代わるも

の 
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【施策の方向】 
　子どもの読書活動を支援するため、施設面での配慮を行い、障がいのある子

どもへのサービスについて、ボランティア団体等の協力を得ながら情報の収集

や提供に努めます。 
 
【主要事業】 
　障がいのある子どもも利用しやすい施設の改善（バリアフリー化）に努めま

す。さらに、大活字本、LLブック、デイジー図書、ピクトグラム絵本（注６）
等を積極的に整備し、「りんごの棚」コーナーを充実させます。 
 
（注６）ピクトグラム絵本…文字の代わりに視覚的な図記号で表現することで、

言葉の違いや年齢等の制約を受けずに情報の伝達

を行う絵本 
 
 
２　学校図書館の整備・充実 
 
（１）図書資料の整備・充実 
 
【現状と課題】 
学校図書館には豊かな心を育む読書センターとしての機能と、児童生徒の自

発的・主体的な学習活動を支援する学習情報センターとしての機能があります。 
市内の学校においては、学校図書館図書資料の整備が年々進められています

が、まだ十分とはいえない状況にあります。学校図書館がその機能を発揮する

ためには、学校図書館資料の整備が図られなければなりません。 
また、小・中学校においては「学校図書館図書標準」に準じて計画的に図書

資料の整備、充実を図っていくことが求められています。 
 
【施策の方向】 
　学校においては、学校図書館の図書の充実を図っていくよう努めます。特に、

子どもの知的活動を増進し、多様な興味・関心に応える魅力的な図書資料や各

教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間、外国語活動において多用な教育

活動を展開していくための図書資料などの整備・充実を目指します。 
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【主要事業】 
①　「学校図書館図書標準」の達成を維持するとともに、「図書廃棄基準」を定

め、計画的に図書資料の整備、充実を図ります。 
②　子どもたちの多様な興味・関心に応える魅力的な図書、社会の変化に対応

した図書を整備していきます。 
③　新刊書に加え、優良な既刊書の買い替え等も進めていきます。 
 
 
（２）設備等の整備・充実 
 
【現状と課題】 
　学校図書館が子どもたちにとって心のオアシスになるよう、環境の整備を進

めていく必要があります。 
　学校では、校長のリーダーシップの下、司書教諭を中心として学校図書館の

環境整備に取り組むとともに、ボランティア等の協力を得て、読書を楽しむ空

間としての学校図書館づくりを進めています。 
 
【施策の方向】 
　子どもたちが読書を楽しむ空間としての学校図書館の設備等の整備・充実と

ともに、いつでも利用できるような環境づくりを一層進めていきます。 
 
【主要事業】 
①　各学校では、机や書架の配置、新刊書の紹介などの掲示等を工夫したり、

リラックスして読書に親しむ空間を創出したりするなど、いつでも読書を楽

しめる図書館環境の改善に取り組みます。 
②　学校の教室数の状況に応じて、学校図書館としての教室の拡充を検討しま

す。 
 
 
（３）司書教諭等図書館担当職員の配置の推進 
 
【現状と課題】 
　本市では、各学校には概ね司書教諭を配置していますが、司書資格を持たな

い教諭だけの学校については、図書主任を配置して読書活動の推進・充実を進

めています。 
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　今後は市内全校に司書教諭を配置できるよう関係機関に働きかけるとともに、

司書教諭等の図書館担当職員のスキルアップを図る必要があります。また、司

書教諭が図書館運営に十分な役割を果たすことができるよう、校内のバックア

ップ推進協力体制の確立を図る必要があります。 
 
【施策の方向】 
　司書教諭をはじめ、全ての教職員が連携して学校図書館を活用した子どもの

学習活動・読書活動を推進します。また、市立図書館では、司書教諭のための

研修を充実させ、図書館運営に十分な役割を果たすことができるよう支援する

とともに、学校図書館運営のための校内体制を確立するため、各種会議におい

て指導・助言を行います。 
 
【主要事業】 
①　市内全校に司書教諭が配置できるよう関係機関に働きかけます。 
②　小・中学校教員の司書教諭資格の取得を促進します。 
③　司書教諭等図書館担当職員を中心とした校内組織の確立と活性化に努めま

す。 
④　司書教諭のための研修会の充実を図ります。 
 
 
（４）障がいのある子どものための諸条件の整備・充実 
 
【現状と課題】 
　読書活動推進の拠点となる学校図書館の整備・充実は、まだ十分とは言えま

せん。とりわけ、子どもたちの自主的な読書活動を促すための創意工夫が重要

であり、障がいのある子どもの障がいの種類や程度、発達段階に応じた読書活

動を推進するための諸条件を整備することが求められています。 
 
【施策の方向】 
　学校図書館の環境整備を進める上で、拡大図書、布絵本、紙芝居、映像資料

等、子どもの障がいの状況に応じた図書や資料の充実を図ります。 
 
【主要事業】 
①　それぞれの子どもに適したきめ細やかな指導のための資料整備に努めます。 
②　特別支援教育関係の研修会で読書指導についても取り上げ、その充実を図

ります。 
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第３章 子どもの読書活動に関する啓発・広報の推進 
 
１　「子ども読書の日」を中心とした啓発・広報 
 
【現状と課題】 
　「子ども読書の日」や「読書週間」などの機会を捉えながら、様々な啓発・

広報を実施することが求められています。現在、市立図書館では、毎週土曜日

に「おはなし会」「わくわくえほんタイム」などを行っています。 
　学校では、「子ども読書の日」を中心とした読書活動を実施しています。図書

委員である児童が主体となって進める読書週間の取り組みや、ボランティアに

よる読み聞かせ等を行っています。 
 
【施策の方向】 
　今後は、地域・学校における「子ども読書の日」にちなんだ取り組みを実施

するよう働きかけを行います。また、家庭においても一層読書活動が進められ

るよう「子ども読書の日」を周知するための啓発活動に努めます。 
 
【主要事業】 
①　市立図書館や学校等で「子ども読書の日」を中心とした取り組みを推進し

ます。 
②　「子ども読書の日」や「読書週間」などの機会を捉えながら、様々な啓発・

広報を実施します。 
 
 
２　優良な図書の普及 
 
【現状と課題】 
　小・中学校では、県が配布する推薦図書リストなどを基に、子どもたちや保

護者に向けて優良な図書の紹介を行っています。また、市立図書館独自のおす

すめ本リストを作成し、年２回、市内の小・中学校及び高校に配付しています。 
 
【施策の方向】 
　児童奉仕の経験のある図書館職員による基本図書や、優良な新刊書の選定と

紹介を実施していきます。 
 
 



18 

【主要事業】 
　市立図書館で推薦図書リストの作成と図書の購入・整備に努めます。 
 
 
第４章 子どもが読書に親しむための推進体制の整備 
 
【現状と課題】 
　子ども読書活動推進計画の改定にあたり、庁内関係部課等と連携・協力して

推進していきます。施策を総合的・計画的に推進するためには、児童・生徒を

取り巻く庁内関係部課等および学校、図書館協議会、保護者、地域ボランティ

アなどの関係者との連携が不可欠です。 
 
【施策の方向】 
　本計画の推進にあたっては、庁内関係部課等の連携を図るとともに、学校、

保護者や地域ボランティアなどと協力し、子ども読書活動の推進に努めます。 
 
【主要事業】 
庁内関係部課等の連携を図るとともに、学校、保護者や地域ボランティアな

どと協力し、子ども読書活動に関する情報収集に努め、子ども読書活動推進計

画に反映させます。 
 
 
第３部　資料（別掲）
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秩父市子ども読書活動推進計画（第二次）施策体系

【　基　本　的　方　針　】 【　推　進　の　柱　】 【　主　な　施　策　】

ファーストブックスタート事業の継続

１　家庭における推進 絵本の読み聞かせの機会の充実

読書相談の実施

集会行事、学級、学校への職員の派遣

市立図書館における推進 ボランティアと連携した事業の実施

おはなし会等の児童サービスの充実
２　地域における推進

読書に親しむ機会の情報ＰＲ

子どもが利用する各種施設における読書活動の推進 絵本を通した親子のふれあいの充実

Ⅰ　家庭や地域、学校における子ども 子育て支援者向けの研修の実施

　　が読書に親しむ機会の提供と充実 図書館職員、ボランティアの協力による読み聞かせの充実

行事への図書館職員の派遣
保育所（園）や幼稚園・認定こども園における推進

保護者への児童図書の紹介と提供

３　学校等における推進 保護者への読書に関する啓発

授業等における読書活動の充実

図書館職員、保護者、ボランティアによるおはなし会、読み聞かせ等の充実
小・中学校における推進

団体貸出の充実

セカンドブックスタート事業の継続

移動図書館の充実

図書館司書やボランティアの講師派遣
4　図書館、地域、学校等の連携・協力

団体貸出の充実

高校との連携、協力の充実
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【　基　本　的　方　針　】 【　推　進　の　柱　】 【　主　な　施　策　】

読書環境づくりの推進

図書資料の整備・充実 図書資料の計画的な整備

絵本等の団体貸出の実施

授乳室設置の検討
設備等の整備・充実

１　市立図書館の整備・充実 テーマ展示の充実

図書館職員の充実 司書の専門的な知識・技術の向上

利用しやすい施設の改善
Ⅱ　子どもの読書活動を推進するための 障がいのある子どものための諸条件の整備・充実

「りんごの棚」コーナーの充実
　　環境の整備・充実

図書資料の整備・充実 「学校図書館図書標準」に基づく整備・充実

各学校の図書館環境の改善
設備等の整備・充実

２　学校図書館の整備・充実 学校図書館としての教室拡充の検討

司書教諭等図書館担当職員の配置の推進 司書教諭等図書館担当職員を中心とした校内組織の活性化

障がいのある子どものための諸条件の整備・充実 個々の子どもに適した資料と施設の整備

【　基　本　的　方　針　】 【　推　進　の　柱　】 【　主　な　施　策　】

市立図書館や学校等で「子ども読書の日」を中心とした取り組みの推進
１　「子ども読書の日」を中心とした啓発・広報

Ⅲ　子どもの読書活動に関する 市広報による啓発

　　　啓発・広報の推進
２　優良な図書の普及 地域、学校等への推薦図書リストの配布や新刊書の紹介

【　基　本　的　方　針　】 【　推　進　の　柱　】 【　主　な　施　策　】

Ⅳ　子どもが読書に親しむための
庁内関係部課等と連携推進 庁内関係部課、ボランティア等と連携、協力し、情報収集に努める

　　　推進体制の整備



秩父市　保育所・こども園・幼稚園・小学校・中学校の園児・児童・生徒数（令和５年１月１日現在）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：人

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
1 永田保育所 4 2 6 2 10 12 9 2 11 9 8 17 10 7 17 8 9 17 42 38 80 
2 日野田保育所 0 2 2 3 3 6 1 7 8 5 1 6 7 7 14 10 6 16 26 26 52 
3 花の木保育所 4 2 6 4 4 8 13 6 19 11 9 20 10 5 15 6 11 17 48 37 85 
4 影森保育所 0 0 0 1 0 1 1 1 2 4 5 9 5 4 9 6 4 10 17 14 31 
5 吉田こども園 1 3 4 6 3 9 6 6 12 10 9 19 6 12 18 15 10 25 44 43 87 

計 9 9 18 16 20 36 30 22 52 39 32 71 38 35 73 45 40 85 177 158 335 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
1 久那幼稚園 2 1 3 1 0 1 0 0 0 3 1 4 

計 2 1 3 1 0 1 0 0 0 3 1 4 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
1 秩父第一小 9 14 23 9 15 24 14 19 33 18 8 26 8 10 18 13 7 20 71 73 144 
2 花の木小 27 26 53 34 22 56 27 21 48 29 27 56 25 21 46 28 35 63 170 152 322 
3 西小 24 29 53 29 24 53 26 24 50 29 29 58 21 32 53 30 25 55 159 163 322 
4 南小 13 9 22 18 15 33 12 15 27 21 10 31 8 17 25 9 14 23 81 80 161 
5 尾田蒔小 10 16 26 13 12 25 14 20 34 15 11 26 20 16 36 13 13 26 85 88 173 
6 原谷小 45 33 78 41 43 84 37 50 87 36 37 73 41 46 87 33 50 83 233 259 492 
7 久那小 1 3 4 6 2 8 4 4 8 12 7 19 7 5 12 3 4 7 33 25 58 
8 高篠小 19 18 37 24 18 42 25 12 37 22 20 42 18 18 36 20 18 38 128 104 232 
9 大田小 9 6 15 6 10 16 13 6 19 7 5 12 6 8 14 9 4 13 50 39 89 

10 影森小 39 26 65 32 30 62 22 33 55 41 30 71 25 26 51 33 32 65 192 177 369 
11 吉田小 10 15 25 14 10 24 12 13 25 17 11 28 20 11 31 18 20 38 91 80 171 
12 荒川東小 7 8 15 13 11 24 8 4 12 11 16 27 7 8 15 14 11 25 60 58 118 
13 荒川西小 0 5 5 3 1 4 2 8 10 2 4 6 7 6 13 2 4 6 16 28 44 

計 213 208 421 242 213 455 216 229 445 260 215 475 213 224 437 225 237 462 1369 1326 2695 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
1 秩父第一中 99 97 196 94 96 190 82 86 168 275 279 554 
2 秩父第二中 43 27 70 29 47 76 45 42 87 117 116 233 
3 尾田蒔中 9 11 20 14 14 28 15 20 35 38 45 83 
4 高篠中 21 26 47 22 27 49 17 19 36 60 72 132 
5 大田中 14 7 21 7 9 16 11 9 20 32 25 57 
6 影森中 38 36 74 29 27 56 29 39 68 96 102 198 
7 吉田中 14 13 27 21 17 38 19 18 37 54 48 102 
8 荒川中 18 16 34 20 28 48 23 16 39 61 60 121 

計 256 233 489 236 265 501 241 249 490 733 747 1480 
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０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計

３歳児 ４歳児 ５歳児 計

１年 2年 3年 4年 5年 6年 計

１年 2年 3年 計

保育所・こども園 備　　　　　　考

幼稚園 備考

小学校 備　　　　　　考

中学校 備　　　　　　考



秩父市　学校図書館図書標準の達成状況（令和４年４月１日現在）

学校名 学級数 標準蔵書数（冊） 予算額（円） 蔵書数（冊） 達成率（％）

1 秩父第一小 8 6,040 306,000 7,835 129.7 

2 花の木小 14 8,760 443,000 9,636 110.0 

3 西小 15 9,160 463,000 12,463 136.1 

4 南小 8 6,040 306,000 8,333 138.0 

5 尾田蒔小 8 6,040 306,000 6,527 108.1 

6 原谷小 20 10,760 544,000 10,844 100.8 

7 久那小 6 5,080 257,000 7,158 140.9 

8 高篠小 12 7,960 403,000 10,017 125.8 

9 大田小 7 5,560 274,000 6,012 108.1 

10 影森小 14 8,760 443,000 9,501 108.5 

11 吉田小 9 6,520 330,000 10,325 158.4 

12 荒川東小 10 7,000 354,000 8,789 125.6 

13 荒川西小 7 5,560 281,000 6,158 110.8 

小計 138 93,240 4,710,000 113,598 121.8 

1 秩父第一中 18 13,600 874,000 18,770 138.0 

2 秩父第二中 9 9,040 581,000 11,378 125.9 

3 尾田蒔中 5 6,720 432,000 6,723 100.0 

4 高篠中 7 7,920 509,000 8,009 101.1 

5 大田中 3 5,440 350,000 7,921 145.6 

6 影森中 8 8,480 545,000 10,424 122.9 

7 吉田中 3 5,440 346,000 10,280 189.0 

8 荒川中 6 7,360 473,000 9,670 131.4 

小計 59 64,000 4,110,000 83,175 130.0 

総計 197 157,240 8,820,000 196,773 125.1 
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図書標準 令和４年度
備　　　　　考



秩父市立図書館　統計  （平成２９年度～令和３年度）

１　児童書所蔵資料数（冊・点）　　※秩父・移動・荒川・吉田・大滝

2017 2018 2019 2020 2021

種　　別 平成２９年度 平成３０年度 平成３１・令和元年度 令和２年度 令和３年度

総　　記 1,213 1,239 1,142 1,217 1,202 

哲学・宗教 1,013 1,088 1,120 1,165 1,162 

歴史・地理 3,776 3,951 3,962 4,087 3,952 

社会科学 5,925 6,198 6,035 6,329 6,468 

自然科学 11,749 12,375 12,773 13,540 13,711 

工学・技術 4,488 4,741 4,786 5,026 5,108 

産　　業 2,712 2,878 2,986 3,140 3,181 

芸　　術 4,706 4,926 5,012 5,214 5,319 

言　　語 1,403 1,496 1,539 1,590 1,581 

文　　学 43,430 44,354 44,394 44,042 44,212 

フィクション 5,864 6,001 6,104 6,198 6,200 

絵　　本 45,463 46,777 47,161 47,702 48,743 

洋書絵本 460 503 508 526 527 

紙芝居 1,772 1,735 1,797 1,794 1,827 

合　　計 133,974 138,262 139,319 141,570 143,193 

２　登録者（人）　　※秩父・移動・荒川・吉田・大滝

年　齢 平成２９年度 平成３０年度 平成３１・令和元年度 令和２年度 令和３年度

幼　児 972 1,100 1,158 1,178 1,158 

小学生 2,335 2,302 2,305 2,145 2,214 

中学生 1,321 1,359 1,393 1,388 1,371 

高校生 1,688 1,633 1,520 1,439 1,466 

合　計 6,316 6,394 6,376 6,150 6,209 

３　児童貸出利用者数（13歳未満/人）・児童書個人貸出資料数（冊・点）　　※秩父・移動・荒川・吉田・大滝

区　　分 平成２９年度 平成３０年度 平成３１・令和元年度 令和２年度 令和３年度

利用者数 12,518 12,397 11,512 7,400 11,554 

貸出資料数 89,582 88,716 83,379 61,173 84,372 
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４　団体貸出資料数　　※秩父・移動・荒川・吉田・大滝

区　　分

15 団体 16 団体 19 団体 25 団体 21 団体

来館貸出 176 回 247 回 280 回 143 回 177 回

981 冊 1,550 冊 2,367 冊 3,301 冊 2,284 冊

8 団体 8 団体 6 団体 5 団体 6 団体

76 回 78 回 57 回 37 回 54 回

19,305 冊 18,871 冊 14,772 冊 7,062 冊 12,335 冊

15 団体 13 団体 16 団体 22 団体 23 団体

119 回 89 回 100 回 91 回 189 回

2,868 冊 2,015 冊 2,448 冊 3,357 冊 5,852 冊

15 団体 14 団体 14 団体 14 団体 13 団体

朝読セット 751 回 755 回 724 回 442 回 568 回

29,576 冊 29,931 冊 26,271 冊 16,431 冊 21,064 冊

53 団体 51 団体 55 団体 66 団体 63 団体

合　　計 1,122 回 1,169 回 1,161 回 713 回 988 回

52,730 冊 52,367 冊 45,858 冊 30,151 冊 41,535 冊

５　図書館見学等

館　　名

12 回 8 回 9 回 4 回 8 回

431 人 299 人 300 人 180 人 298 人

1 回 1 回 1 回 0 回 0 回

32 人 29 人 19 人 0 人 0 人

3 回 2 回 0 回 2 回 5 回

81 人 51 人 0 人 59 人 45 人

16 回 11 回 10 回 6 回 13 回

544 人 379 人 319 人 239 人 343 人
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平成２９年度 平成３０年度 平成３１・令和元年度 令和２年度 令和３年度

平成２９年度 平成３０年度 平成３１・令和元年度 令和２年度 令和３年度

移動図書館
巡回

総合学習
文庫等

秩父図書館

荒川図書館

吉田分館

合　　計



６　主催事業参加者数等実績

◆秩父図書館

内　　容 対象者

22 回 22 回 21 回 17 回 19 回

742 人 680 人 469 人 228 人 183 人

21 回 20 回 20 回 15 回 19 回

236 人 258 人 183 人 137 人 315 人

21 回 23 回 19 回 16 回 20 回

243 人 310 人 253 人 242 人 422 人

－ 回 1 回 1 回 0 回 1 回

－ 人 63 人 25 人 0 人 26 人

－ 回 1 回 1 回 1 回 0 回

－ 人 26 人 23 人 17 人 0 人

1 回 1 回 1 回 0 回 0 回

23 人 24 人 34 人 0 人 0 人

1 回 1 回 1 回 0 回 0 回

19 人 16 人 26 人 0 人 0 人

3 回 3 回 2 回 1 回 0 回

84 人 62 人 84 人 37 人 0 人

69 回 72 回 66 回 50 回 59 回

1,347 人 1,439 人 1,097 人 661 人 946 人

◆荒川図書館

内　　容 対象者

2 回 2 回 2 回 0 回 1 回

41 人 41 人 44 人 0 人 10 人

10 回 － 回 － 回 － 回 － 回

102 人 － 人 － 人 － 人 － 人

12 回 2 回 2 回 0 回 1 回

143 人 41 人 44 人 0 人 10 人

※「ピヨピヨタイム」… 平成29年度で終了
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平成２９年度 平成３０年度 平成３１・令和元年度 令和２年度 令和３年度

※「親子でたのしむ絵本とわらべうた」… 平成29年度までは「あかちゃんとママの楽しいお話会」

※「わくわくえほんフェスティバル」「ちょっとこわいおはなし会」… 平成30年度から実施

平成２９年度 平成３０年度 平成３１・令和元年度 令和２年度 令和３年度

親子でたのしむ
絵本とわらべうた

乳児・保護者

わくわく
えほんタイム

幼児・児童

おはなし会 幼児・児童

わくわくえほん
フェスティバル

幼児・児童

ちょっとこわい
おはなし会

小学生

ぬいぐるみの
おとまり会

幼児・児童

かがくあそび
教室

幼児・児童

子ども映画会 幼児・児童

合　　計

おはなし会 幼児・児童

ピヨピヨタイム 幼　児

合　　計



７　館外サービス事業実績

内　　容 対象者

51 回 56 回 42 回 18 回 13 回

3,134 人 3,343 人 2,492 人 577 人 650 人

25 回 18 回 32 回 3 回 59 回

875 人 743 人 1,247 人 117 人 1,711 人

26 回 52 回 54 回 41 回 28 回

848 人 1,167 人 1,049 人 718 人 518 人

12 回 12 回 11 回 0 回 3 回

382 人 722 人 592 人 0 人 76 人

114 回 138 回 139 回 62 回 103 回

5,239 人 5,975 人 5,380 人 1,412 人 2,955 人

26

平成２９年度 平成３０年度 平成３１・令和元年度 令和２年度 令和３年度

出張
おはなし会

小・中学校

出張
ブックトーク

小・中学校

出張
読み聞かせ会

児童館等

ブックスタート 乳児・保護者

合　　計



秩父市子ども読書活動推進計画（第二次）策定作業協力一覧 
 
秩父市役所 

市　民　部　　生涯学習課、中央公民館 
　福　祉　部　　子育て支援課、保育こども課 
　保健医療部　　保健センター 
　教育委員会　　教育総務課、学校教育課、教育研究所 
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